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特集

●特集：生きづらさを抱える子どもたち～貧困・格差の現状から～
●令和3年度「人権に関する児童生徒の作品」“人権尊重～ひと・いのち・ふれあい～”
●ハンセン病フォーラム「ハンセン病を正しく理解し、差別と偏見のないともに生きる社会を築こう」
●あいぽーと徳島情報

トピックス
Topics

あいぽーと徳島では、人権に関するさまざまなイベントを開催しています。

60号

指定管理者 特定非営利活動法人 徳島ヒューマンネット
〒770-0873 徳島市東沖洲2丁目14 沖洲マリンターミナルビル内

Tel.088-664-3719 Fax.088-664-3727
E-mail：info@aiport.jp

あいぽーと徳島 検索 https://www.aiport.jp

徳島県立人権教育啓発推進センター

［編集・発行］

●開館時間／午前10時から午後6時まで
●休 館 日／月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　　年末年始（12月29日から1月3日まで）
■公共交通機関のご案内　JR徳島駅前から徳島市営バス❻番のりば・徳島バス【中央市場線】に乗車し、［沖洲マリンターミナル］にて下車。

徳島JCT

徳島南部自動車道

徳島沖洲IC

徳島津田IC

●　 徳島中央警察署
●　 裁判所

（音声コード）

あいぽーと徳島情報

（音声コード）（音声コード）

Tel.088-664-3701
（徳島県男女参画・人権課分室）

一人で
悩まず
お電話を

●人権擁護委員による相談

●弁護士による相談(要予約)

●弁護士によるインターネット
　上の人権侵害相談(要予約)

第2・第4土曜日

第1・第3金曜日

偶数月の
第2金曜日

(10:00～16:00) 

(13:00～16:00)

(13:00～16:00)

面接相談及び電話相談

面 接 相 談

面 接 相 談

人権相談のご案内
あいぽーと徳島では、人権擁護委員・弁護士による
人権相談を行っています。まずは電話にてご連絡ください。
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講
座「
子
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オ
ン
ラ
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講
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■
貧
困
家
庭
を
生
み
出
す

　
ス
パ
イ
ラ
ル
ダ
ウ
ン

　
私
が
貧
困
の
問
題
の
取
材
を

始
め
た
の
は
、
2
0
0
5
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
小
泉
政
権

の
「
聖
域
な
き
構
造
」
改
革
の

中
で
非
正
規
労
働
者
を
急
激
に

増
や
し
た
の
が
2
0
0
5
年
で
、

そ
の
結
果
、
非
正
規
労
働
者
と

し
て
働
い
て
い
る
若
者
た
ち
が
、

非
常
に
不
安
定
化
し
た
問
題
を

番
組
で
取
り
上
げ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
非
正
規
労
働
は

当
時
の
若
者
に
と
っ
て
、
会
社

に
組
織
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方

と
し
て
魅
力
的
に
映
っ
て
い
た
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
時
給
で

働
く
労
働
者
は
、
会
社
の
業
績

な
ど
で
簡
単
に
切
ら
れ
て
ス
パ
イ

ラ
ル
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
う
と
い
う

現
実
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
頃
に

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
続
編
番
組

を
作
ろ
う
と
話
し
合
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
そ
の
当
時
起
き
て
い

た
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
最
底
辺

に
、
高
校
生
が
い
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
が
公
立
高
校
に
通
う
生
徒
や

教
師
に
対
し
て
大
規
模
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

高
校
生
の
半
数
以
上
に
ア
ル
バ

イ
ト
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

ル
バ
イ
ト
経
験
が
あ
る
こ
と
自

体
は
社
会
経
験
と
し
て
私
は
悪

く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
す
る
理
由
に
、「
家
計

を
支
え
る
た
め
」
と
い
う
回
答

が
最
も
多
か
っ
た
と
い
う
点
が
、

非
常
に
深
刻
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
専
門
学
校
や
大
学
、
短
大

な
ど
に
進
学
す
る
た
め
に
奨
学

金
を
借
り
た
も
の
の
、
そ
れ
が

返
せ
な
く
な
っ
た
若
者
た
ち
の

奨
学
金
破
産
、
そ
し
て
奨
学
金

中
退
、つ
ま
り
借
金
だ
け
が
残
っ

て
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
れ
な

い
若
者
も
増
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
態
に
陥
る
ケ
ー

ス
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
、
親
が

一
人
で
子
育
て
を
し
て
い
る
シ
ン
グ

ル
家
庭
で
す
。
働
き
手
が
一
人
、

特
に
女
性
の
場
合
、
80
％
が
相

対
的
貧
困
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

■
一
人
の
少
女
に
見
た

　
貧
困
の
実
態

　
私
が
最
初
に
高
校
生
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
取
材
に
取
り
組
ん
だ

時
か
ら
今
も
取
材
を
続
け
て
い

る
、
優
子
さ
ん
（
仮
名
）
と
い

う
少
女
が
い
ま
す
。
出
会
っ
た
の

は
2
0
1
5
年
の
終
わ
り
頃
で
、

彼
女
は
高
校
生
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
中
で
も
特
に
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
た
少
女
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
母
親
は
フィ
リ
ピ
ン
出
身
で
、

父
親
は
日
本
人
で
す
が
、
離
婚

し
て
母
親
一
人
で
三
人
の
子
ど
も

を
育
て
て
い
る

と
い
う
家
庭
で

す
。
母
親
は
朝

と
夜
と
深
夜
に

ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク

お車を利用の場合、ビル西側駐車場の「あいぽーと徳島」と
表記のある赤いコーンの場所に駐車してください。
満車の場合は、ビル北側の県営有料駐車場をご利用ください。
●3時間まで200円

令和４年３月２０日「被爆体験伝承講話～ビオラの音色とともに～」は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、開催
延期とさせていただきました。新たな開催日等の詳細は、決定次第あいぽーと徳島ホームページ等でご案内いたします。
　

●あいぽーと徳島講演会延期のお知らせ

認知症になっても
だいじょうぶ！
そんな社会を
創っていこうよ

徳間書店
藤田 和子

図書

こどもSDGｓ
なぜSDGｓが
必要なのかが
わかる本

株式会社カンゼン
秋山 宏次郎 監修

図書

少女たちが
みつめた長﨑

書肆侃侃房
渡辺  考

図書

新着図書・DVDのご案内

「人権学習応援コーナー」を設置

道徳図解

おもしろすぎて
授業したくなる

明治図書
森岡 健太

図書

80のヒント

身の回りから
人権を考える

株式会社 解放出版社
武部 康広

図書

マイノリティ
デザイン
「弱さ」を生かせる
社会をつくろう

問いかける声
問われる社会

株式会社 ライツ社
澤田智洋

図書

いわれなき
誹謗中傷との闘い

東映株式会社
教育映像部

DVD

スマイリーキクチと
考えるインターネット
における人権

カンパニュラ
の夢

兵庫県
公益財団法人
兵庫県人権啓発協会

DVD

私たち
一人ひとりが
できること

東映株式会社
教育映像部

DVD

～当事者意識をもって
     考えるコロナ差別～

知りたい
あなたのこと

東映株式会社
教育映像部

DVD

視覚障がい者の
生活・気持ち

応神中学校２年生の
皆さんが作成された
SDGｓカルタを
寄贈いただきました。

図書・DVD
「送って貸し出し」
はじめます!

図書・DVD
「送って貸し出し」
はじめます!
４月１日から、図書・DVD送付
による貸出・返却をはじめます。
あいぽーと徳島へなかなか
来られない人も、どんどん
活用してください。

❶借りたい図書やＤＶＤを
　ホームページから
　探して申込み
❷返送費用は利用者
　負担になります。
❸貸出期間は発送日から
　３週間

くわしくは、お電話で
お問い合わせいただくか、
4月１日以降、あいぽーと
徳島のホームページを
ご覧ください。

●一部を紹介します。ぜひご利用ください。

●４月１日から、人権学習を深めたい方や教職員の方にも活用していただける書籍・DVDをピックアップした
　コーナーを設置します。どなたでもご利用いただけます。一部を紹介します。ぜひご利用ください。

障害ってなに？

世界人権宣言
大阪連絡会議

DVD

人間は尊敬
すべきもの

部落解放運動
の歩み

社団法人
部落解放・人権研究所

DVD

●ライブラリーからのお知らせ

貸出しています。
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／
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／
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／
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光
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2
年
・
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楓
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／
八
万
小
学
校
3
年
・
井
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夕
愛
／
森
山

小
学
校
3
年
・
早
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流
聖
／
檪
生
小
学
校
3

年
・
藤
堂 

美
潤
／
池
田
支
援
学
校
小
学
部
3

年
・
岡
村 

凌
太
／
三
島
小
学
校
4
年
・
木
下 

凛
果
／
松
島
小
学
校
4
年
・
山
上 

結
菜
／
貞

光
小
学
校
4
年
・
木
下 

愛
香
／
三
庄
小
学
校

4
年
・
日
野
浦 

勇
翔
／
知
恵
島
小
学
校
5
年
・

大
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知
紗
／
松
茂
小
学
校
5
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心
虹

／
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小
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5
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／
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第
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小
学
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6
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岩
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ロ
ー
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／
見
能
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学
校
6
年
・
庄
野 

稟
子
／
知
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島
小
学
校
6

年
・
木
下 

純
愛
／
知
恵
島
小
学
校
6
年
・
瀧 

1
年
・
河
内 

瑛
大
／
小
松
島
小
学
校
1
年
・

関
野 

未
羽
／
桑
野
小
学
校
1
年
・
西
村 

莉
奈

／
箸
蔵
小
学
校
1
年
・
秋
田 

あ
か
り
／
池
田

小
学
校
1
年
・
松
本 

和
奏
／
伊
座
利
小
学
校

1
年
・
富
田 

和
奏
／
松
茂
小
学
校
1
年
・
田

村 

凜
太
郎
／
徳
島
聴
覚
支
援
学
校
小
学
部
1

年
・
山
内 

香
乃
／
富
田
小
学
校
2
年
・
和
田 

志
貴
／
加
茂
名
南
小
学
校
2
年
・
長
尾 

月
雫

／
不
動
小
学
校
2
年
・
森
本 

颯
汰
／
市
場
小

学
校
2
年
・
楠  

琴
音
／
生
比
奈
小
学
校
2

年
・
脇
坂 

和
花
／
横
瀬
小
学
校
2
年
・
佐
野

木 

楓
斗
／
浦
庄
小
学
校
2
年
・
武
藤 

徠
翔
／

加
茂
名
小
学
校
3
年
・
松
久
保 

亮
介
／
桑
島

小
学
校
3
年
・
伊
祁 

龍
宏
／
芝
田
小
学
校
3

年
・
中
原 

雪
菜
／
宝
田
小
学
校
3
年
・
福
田 

陽
向
／
広
野
小
学
校
3
年
・
川
村 

遥
斗
／
北

島
小
学
校
3
年
・
肥
後 

秀
祐
／
国
府
小
学
校

4
年
・
宮
内 

悠
李
／
一
条
小
学
校
4
年
・
関

口 

琉
仁
／
江
原
南
小
学
校
4
年
・
廣
澤 

來
輝
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上
勝
小
学
校
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年
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長
岡 
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／
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光
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校
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佐
古 

陽
音
／
三
庄

小
学
校
4
年
・
川
原 

柊
司
／
三
庄
小
学
校
4

年
・
黒
島 

涼
志
／
見
能
林
小
学
校
5
年
・
丸

山 

智
早
／
知
恵
島
小
学
校
5
年
・
片
桐 

杏
莉

／
浦
庄
小
学
校
5
年
・
新
井 

佳
太
／
鷲
敷
小

学
校
5
年
・
福
永 

颯
太
／
東
光
小
学
校
5
年
・

今
柴 
慶
嶺
／
東
光
小
学
校
5
年
・
富
原 

夕
優

／
和
田
島
小
学
校
6
年
・
酒
本 

美
優
／
伊
沢

小
学
校
6
年
・
林 
優
希
／
箸
蔵
小
学
校
6
年
・

山
下 

総
士
／
相
生
小
学
校
6
年
・
湯
浅 

瑠
唯

／
由
岐
小
学
校
6
年
・
濱
名 
海
里
／
海
南
小

学
校
6
年
・
伊
勢
田 

結
月
／
高
志
小
学
校
6

年
・
吉
川 

航
生
／
貞
光
小
学
校
6
年
・
清
兼 

一
志
／
池
田
支
援
学
校
小
学
部
6
年
・
城 

佳

奈
美
／
鳴
門
教
育
大
学
附
属
中
学
校
1
年
・

福
田 

千
博
／
鳴
門
市
第
二
中
学
校
2
年
・
桒

嶋 

美
咲
／
阿
南
中
学
校
2
年
・
玉
田 

結
理
／

吉
野
中
学
校
2
年
・
松
下 

響
／
岩
倉
中
学
校

2
年
・
大
泉 

優
羽
／
三
加
茂
中
学
校
2
年
・

田
岡 

靜
佳
／
板
野
支
援
学
校
中
学
部
2
年
・

井
原 

唯
花
／
城
西
中
学
校
3
年
・
堂
野 

乃
海

／
阿
南
中
学
校
3
年
・
四
宮 

愛
梛
／
阿
南
第

一
中
学
校
3
年
・
鶴
羽 

胡
々
／
山
川
中
学
校
3

年
・
吉
田 

実
萌
花
／
池
田
中
学
校
3
年
・
吉

田 

朱
菜
／
三
加
茂
中
学
校
3
年
・
久
保 

咲
良

／
徳
島
聴
覚
支
援
学
校
中
学
部
3
年
・
山
市 

優
奈
／
板
野
支
援
学
校
中
学
部
3
年
・
内
村 

利
功
／
城
東
高
等
学
校
1
年
・
牛
田 

成
哉
／

城
東
高
等
学
校
1
年
・
川
口 

椛
々
子
／
富
岡

東
高
等
学
校
1
年
・
田
上 

愛
莉
／
富
岡
西
高

等
学
校
1
年
・
森 

純
名
／
鳴
門
高
等
学
校
1

年
・
髙
内 

結
菜
／
脇
町
高
等
学
校
1
年
・
田

上 

理
湖
／
つ
る
ぎ
高
等
学
校
1
年
・
松
島 

楓

夏
／
阿
南
支
援
学
校
ひ
わ
さ
分
校
高
等
部
1

年
・
大
竹 

有
里
沙
／
阿
南
支
援
学
校
ひ
わ
さ

分
校
高
等
部
1
年
・
露
口 

美
優
／
徳
島
科
学

技
術
高
等
学
校
2
年
・
歳
川 

は
な
／
池
田
高

等
学
校
2
年
・
中
川 

綾
夏
／
鴨
島
支
援
学
校

高
等
部
2
年
・
笠
井 

元
乃
／
阿
波
高
等
学
校

3
年
・
北
瀬 

ま
ひ
ろ
／
阿
波
高
等
学
校
3
年
・

松
本 

瑞
季

【
意
見
発
表
に
係
る
作
文
】

徳
島
聴
覚
支
援
学
校
中
学
部
1
年
・
小
藪 

花

奏
／
板
野
中
学
校
2
年
・
張 
奥
冉
／
三
野
中

学
校
3
年
・
坂
井 

美
優
／
名
西
高
等
学
校
1

年
・
森
長 

碧
乃
芭
／
徳
島
中
央
高
等
学
校
3

年
・
植
喜
多 

咲
紀
／
小
松
島
高
等
学
校
3
年
・

三
島 

亜
莉
沙
 

【
作
詩
作
曲
】

城
東
高
等
学
校
1
年
・
上
田 

真
也
／
城
東
高

等
学
校
1
年
・
長
井 

恵
果
／
小
松
島
高
等
学

校
1
年
・
高
月 

愛
実
／
城
北
高
等
学
校
3
年
・

樋
口 

慶 

一 

郎

【
標
語
ポ
ス
タ
ー
】

城
東
小
学
校
1
年
・
藤
本 

充
／
応
神
小
学
校

理
事
長
賞

教
育
長
賞

令和3年度「人権に関する児童生徒の作品」ハ
ン
セ
ン
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
し
、差
別
と
偏
見
の
な
い
と
も
に
生
き
る
社
会
を
築
こ
う
」

●
令
和
４
(2
0
2
2
)年
２
月
１０
日〔
木
〕

　
　
と
き
わ
ホ
ー
ル〈
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〉

　

黄 

光
男（
フ
ァ
ン
グ
ァ
ン
ナ
ム
）さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

 

〔
元
患
者
家
族
〕

　
「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
命

　

 

ー
問
わ
れ
て
い
る
の
は
誰
で
す
か
ー
」

　
「
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
の
に
、知

ら
な
い
う
ち
に
差
別
す
る
側
に

な
っ
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、自

分
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
と
向
き

合
い
差
別
に
対
し
て
怒
り
を
感
じ

て
差
別
に
立
ち
向
か
う
人
間
に
な

る
よ
う
な
啓
発
が
大
切
で
あ
る
。」

そ
う
話
す
黄
さ
ん
か
ら
は
元
患
者

家
族
と
し
て
、ハ
ン
セ
ン
病
の
誤
っ
た

情
報
に
よ
り
、ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

家
族
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
と
強
い

差
別
被
害
を
受
け
た
が
、家
族
が
ど

の
よ
う
な
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
き
た

の
か
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、家
族
の
証
言
も
併
せ
て
学
ん
で

ほ
し
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

黒
尾
さ
ん
か
ら
は
、国
立
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
は
、国
立
療
養
所
多

磨
全
生
園
の
入
居
者
自
身
が
、自

分
た
ち
の
歴
史
に
つ
い
て
資
料
を

集
め
始
め
た
こ
と
に
起
源
が
あ
る

こ
と
や
、２
０
１
４
年
に
差
別
と
偏

見
の
解
消
を
目
指
す
普
及
啓
発
の

拠
点
と
し
て
設
立
し
た
重
監
房
資

料
館
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
懲
罰
に

使
用
さ
れ
た「
重
監
房
」に
は
、正

式
な
裁
判
も
行
わ
れ
ず
、延
べ
93
名

が
収
監
さ
れ
23
名
が
亡
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、重
監
房
の
跡
地

を
見
る
こ
と
で
、そ
の
異
様
さ
や
間

違
い
を
実
感
し
て
ほ
し
い
こ
と
。今
後

の
啓
発
を
進
め
る
の
に
、語
り
、場

所
、物
を
残
す
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
島
青
松
園
自
治
会
の
森
さ
ん

か
ら
は
、全
国
の
入
居
者
も
９
４
８

名
と
な
り
、平
均
年
齢
も
87
歳
を
超

え
る
な
ど
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と

❶ 

講　

演 

１

　

黒
尾 

和
久
さ
ん

　
　
　

 　
　
〔
重
監
房
資
料
館
部
長
〕

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
・

　
　
　

 

重
監
房
資
料
館
に
関
わ
っ
て
」

　

進　
　

行
／

　

徳
山 

富
子
さ
ん

　
〔
徳
島
県
人
権
問
題
講
師
団
講
師
〕

　

パ
ネ
ラ
ー
／

　

森　

 

和
男
さ
ん

　
〔
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
自
治
会
長
〕

　

黄 

光
男
さ
ん

　

黒
尾 

和
久
さ
ん

❷ 

講　

演 

２

❸ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

い
っ
た
療
養
所
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、ハ
ン
セ

ン
病
回
復
者
が
家
族
に
い
る
こ
と

を
隠
す
こ
と
が
な
い
社
会
へ
理
解
は

進
ん
で
い
る
が
、家
族
と
の
関
係
回

復
が
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
こ
と

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

進
行
の
徳
山
さ
ん
か
ら
は
、自
分

か
ら
知
ろ
う
と
思
わ
な
け
れ
ば
、少

数
者
の
存
在
や
思
い
に
気
が
付
か

ず
、少
数
者
を
苦
し
め
て
い
る
の
が
、

多
数
者
で
あ
る
自
分
自
身
で
あ
る

こ
と
に
さ
え
気
付
か
ず
に
生
活
を

し
て
い
る
。ま
た
今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
と
な
っ
て
も

差
別
を
恐
れ
な
く
て
も
よ
い
、誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作

る
た
め
に
、自
分
の
こ
と
と
し
て
捉

え
差
別
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、今
後

の
啓
発
活
動
に
つ

い
て
も
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。

（音声コード）（音声コード） （音声コード）（音声コード）

表彰式および展示会の様子
（令和3年12月、徳島県立二十一世紀館にて）

令和3年度「人権に関する児童生徒の作品」
“人権尊重～ひと・いのち・ふれあい～”

徳島の未来を担う子どもたちが「人権」と向き合い、自分なりに考えるきっかけをつくるため、
あいぽーと徳島では「人権に関する児童生徒の作品」を毎年県内の児童生徒から募集しています。

意見発表に係る作文、作詩作曲、標語ポスターの3部門に、49,586点という数多くの
応募があった中から、知事賞を受賞した作品及び各賞受賞者名を紹介します。

主催／徳島県・徳島県教育委員会・徳島県立人権教育啓発推進センター（あいぽーと徳島）
後援／徳島県小学校長会／徳島県中学校長会／徳島県高等学校長協会／徳島県特別支援学校長会／徳島県人権教育研究協議会

標
語
ポ
ス
タ
ー
部
門 

知
事
賞

三庄小学校2年  三木 絢斗

吉井小学校6年  大平 珠愛

名西高等学校1年  十河 日向子

箸蔵小学校6年  大西 惇月

脇町中学校2年  藤岡 瑠奈

三好中学校3年  坂本 彩奈名西高等学校1年  勝浦 菜々美

藍住中学校2年  北野 笑真

脇町小学校3年  田上 太陽市場小学校4年  楠 菜々美

な
が
る
と
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
を

踏
襲
し
た
生
活
困
窮
者
支
援
が

各
地
に
広
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
子
ど
も
食
堂
と
い
う
取

り
組
み
も
徳
島
を
含
め
全
国
に

広
が
っ
て
お
り
、
何
万
と
い
う
数

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

草
の
根
の
活
動
を
こ
う
し
て
広
げ

て
い
く
日
本
人
の
「
誰
か
を
助
け

た
い
」
と
い
う
意
識
に
感
動
す
る

と
と
も
に
、
一
方
で
制
度
の
機
能

不
全
が
正
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
、
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
え
た
ま

ま
で
い
ま
す
。

　
ま
た
公
立
高
校
の
学
費
は
無

償
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
教
科

書
代
や
制
服
代
は
負
担
が
残
っ
た

ま
ま
で
す
し
、
部
活
動
な
ど
の
諸

経
費
に
つ
い
て
も
支
援
が
ま
だ
ま

だ
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
高
等
教

育
に
結
び
つ
く
子
ど
も
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
、
日
本
の
将
来
を

豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
も
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
し
、
皆
様
に
も

子
ど
も
の
貧
困
を
一
刻
で
も
早
く

改
善
し
て
い
け
る
よ
う
に
思
い
を

寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

を
し
て
い
て
、
家
に
い
る
時
間
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
家
事
の
一

切
を
優
子
さ
ん
が
担
っ
て
い
て
、

か
つ
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
家
計
を

支
え
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

　
そ
の
過
酷
さ
は
、
高
校
生
に

こ
れ
ほ
ど
の
負
担
を
負
わ
せ
て

い
い
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
し

た
。
朝
は
4
時
に
起
き
て
家
族

の
ご
飯
を
作
り
、
掃
除
と
洗
濯

を
し
、
朝
ご
飯
を
弟
と
妹
に
食

べ
さ
せ
て
送
り
出
し
ま
す
。
高
校

で
は
6
時
限
の
授
業
を
み
っ
ち

り
受
け
て
、
放
課
後
に
は
夕
方

5
時
か
ら
夜
10
時
ま
で
居
酒
屋

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、11
時
に
帰
っ

て
き
て
宿
題
を
し
て
夜
中
12
時

半
か
ら
1
時
に
就
寝
、
ま
た
翌

朝
4
時
に
起
き
る
、
そ
ん
な
生

活
を
3
6
5
日
続
け
て
い
る
ん
で

す
。
学
校
で
は
普
通
の
女
子
高

生
と
変
わ
ら
な
い
優
子
さ
ん
が
そ

れ
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に
い
る
と
い

う
こ
と
に
、
周
囲
は
誰
も
気
づ
け

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私
た
ち
取
材

チ
ー
ム
は
子
ど
も
の
貧
困
を
「
見

え
な
い
貧
困
」
と
呼
ん
で
、
よ
り

深
刻
だ
と
問
題
視
し
て
き
ま
し

た
。

　
取
材
対
象
の
子
ど
も
た
ち
は

み
ん
な
明
る
く
て
元
気
で
し
た

が
、
こ
ん
な
子
た
ち
に
些
細
な

何
か
が
あ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

の
努
力
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
止
め
ら

れ
て
い
る
家
庭
が
一
気
に
崩
壊

し
、
命
の
リ
ス
ク
さ
え
生
み
出
し

か
ね
な
い
と
い
う
恐
怖
も
感
じ
ま

す
。子
ど
も
た
ち
は
パ
ワ
フ
ル
に
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
家
族
を
支
え
て
い

て
、
そ
の
こ
と
が
世
帯
と
し
て
の

貧
困
も
見
え
に
く
く
し
て
い
る
と

さ
え
感
じ
ま
し
た
。

■
子
ど
も
の
幸
せ
が

　
豊
か
な
日
本
に
つ
な
が
る

　
そ
う
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
、

ど
ん
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

で
し
ょ
う
か
。
愛
知
県
で
は
、
シ

ン
グ
ル
家
庭
の
生
活
困
窮
世
帯
を

対
象
に
し
た
食
料
支
援
が
評
判

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
で
は
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
量

や
内
容
を
調
整
し
な
が
ら
食
料

を
送
る
と
い
う
も
の
で
、
専
門
家

か
ら
も
現
金
で
の
支
援
に
比
べ
て

確
実
に
栄
養
状
態
を
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
評
価
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
年
間
6
0
0
万

ト
ン
か
ら
8
0
0
万
ト
ン
と
推
計

さ
れ
る
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
に
つ

1994年 ＮＨＫ入局。報道局制作センター、大型企画開発セン
ター、報道局社会番組部、名古屋放送局報道部を経て、現在、
報道局ニュースウオッチ９編集責任者。
主な担当番組は、 ＮＨＫスペシャル「ワーキングプア～働いても
働いても豊かになれない（ 2006 年）」（ギャラクシー賞大賞）、
同「無縁社会～ 無縁死 ３万２千人の衝撃～」（菊池寛賞）、同
「終の住処はどこに 老人漂流社会」（ 2012 年）、などを制作 。
2015 年、放送文化基金賞個人賞を受賞。

ＮＨＫ報道局ニュースウオッチ９編集責任者板垣 淑子さん
いた がき よし こ
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